
令和５年第３回小坂町議会（定例会）議事日程 第２号

令和５年６月１６日（金） 午前１０時開議

◎ 一 般 質 問

(1) ５番 菅 原 明 雅 君

(2) ６番 秋 元 英 俊 君

(3) ８番 鹿兒島 巖 君

(4) ３番 本 田 佳 子 君



令和５年６月１５日招集

第３回小坂町議会（定例会）

発 言 通 告 書



発言順 議席番号 氏 名 発言の種別 出 席 要 求 者

１ ５ 菅 原 明 雅 一 般 質 問 町長・教育委員会の教育長

（発言の要旨） （発言の内容）

１．｢道の駅十和田湖（愛 十和田湖観光の拠点として期待される「道の駅十和田

称ひめますの郷・和井 湖（愛称ひめますの郷・和井内）｣（十和田湖観光振興

内）｣（十和田湖観光 センター）に関して。「小坂町 本年度のオープン断念

振興センター）につい の５月１２日付の新聞記事は、町内外の多くの方々に失

て 望を与えました。官民一体となって十和田湖観光の発展

を願い、「十和田湖畔に和井内貞行の銅像を建てる会｣に

携わってきた者の一人としても、大変残念な出来事でし

た。

新聞には担当部署の責任のように書かれていました

が、私はこのような事態を生んだ町の体制そのものに問

題があったと考えます。このような失態の再発防止と信

頼回復のために、組織的チェック体制の見直しと、行政

の横断的な連携強化が必要と考え、以下の質問をいたし

ます。

1. 課内での共通理解・チェック体制はできていたのか。

2. 県の文化財保護室との連携は充分だったのか。担当者

だけでなく上の者が文化財保護室に出向くなどして充分

な指導を受けたのか。

3．関係課との連携は取れていたのか。

4．実質副町長不在時の失態ということになるが、全体を

統括統率すべき体制はできていたのか。

5．今後のオープン予定と信頼回復のための善後策をお聞

きしたい。

２．｢学校部活動の地域 学校部活動の地域移行は、都市部においては好ましい

移行」について ことでしょうが、地方特に郡部においては、さらなる児

童生徒の減少、他市への人口流出につながりかねない大

きな問題だと考えます。そこで、

1. ３月議会で本田議員もこの問題に関し質問し、教育長

は「アンケート調査や検討委員会等設置を検討しながら

小坂町に合う体制づくりを進めたい。」と応えられてい

ますが、その後の進展等があれば、お答え願いたい。

2．児童生徒の減少の中で、これからの小坂町の「学校部

活動」はどうあるべきとお考えか。このままではじり貧

になりかねない。「小坂町に合う体制」づくりのために

は大胆な発想転換が必要に思うが、いかがか。



発言順 議席番号 氏 名 発言の種別 出 席 要 求 者

２ ６ 秋 元 英 俊 一 般 質 問 町長・教育委員会の教育長

（発言の要旨） （発言の内容）

１．康楽館観光地整備に 1．康楽館周辺のクリスマスローズ等の花壇の囲いが腐朽

ついて していることから整備を進めるべきと考えるが。（ワイン

コンクール開催時期に間に合わせることはできないか。）

2．康楽館観光などで駐車する際などやトラックなど、永

楽町駐車場手前の踏切にて車が通るたびに、かなりの音

を立てている状態にあることから、整備をするべきと考

えるが。（地域住民からも、日中を問わず、振動や音に

悩まされているとの意見をいただいています。）

1．十和田湖外輪山の鉛山コースは、コース中間くらいの

２．十和田湖外輪山登山 位置で、昨年の大雨によると思われる大規模な沢の雨裂

道整備について （ガリ）があり、登山をするのには大変危険であること

から、国等に呼びかけ整備する必要があると考えるが。

2．同じく白地コースにおいて、大川岱からのアプローチ

で、登山道入口手前の以前活用していた林道が崩落して

いることから、登れない状況にあるため、これも国等に

呼びかけ整備する必要があると考えるが。

3．同じくミソナゲコースにおいては、長年整備していな

い状況で、笹等が覆い被さる状況や木製階段に土砂が被

さり、用をなしていない状態であるなど、刈払いだけで

はコース整備がままならない状態であり、根本的な整備

が必要であると考えるが。

1．小坂町において、他の市町村で就業されている保護者

３．学校休業日における が、児童を子どもクラブSkip（スキップ）に預ける場合、

児童の対処について 開始時間が就業時間に間に合わないなどの弊害を感じて

いるとの意見がありますが、開始時間などを考慮改善す

ることはできないか。



発言順 議席番号 氏 名 発言の種別 出 席 要 求 者

３ ８ 鹿兒島 巖 一 般 質 問 町 長

（発言の要旨） （発言の内容）

１．高齢者等日常生活用 昨年の６月定例議会一般質問で、高齢化が進行する中

具給付事業にかかわっ での町民の暮らしを支える施策として「生活支援特別給

て 付事業」の創設を提案した課題について、町はこの５月

に「高齢者等日常生活用具給付事業」として施策化を図

ったところであるが、引き続き施策の充実（支援給付対

象用具・種類の拡大など）に向け取り組んでいただきた

いと考えるがどうか。

２．県の第８次地域医療 県は地域医療圏を、人口減少と他の医療圏への患者流

計画にかかわって 失などを理由に、現在の８医療圏から３医療圏に集約す

ることを基本とした第８次地域医療計画（案）を５月３０

日の県医療審議会医療計画部会で了承したことを受け、

７月にも医療審議会で最終決定し、次期医療計画策定作

業に入ると聞く。

この新たな医療圏への集約をはじめとする医療計画（案）

をどう捉えているか。

高齢化・過疎化が進行する中で、医療圏を広域化する

ことは、必要な医療が必要な時に身近に無くなる不安を

一層募らせることにならないか。現在の大館・鹿角医療

圏で、いのちと暮らしを支えられるきめ細かな計画とな

るよう町として取り組むべきと考えるがどうか。



発言順 議席番号 氏 名 発言の種別 出 席 要 求 者

４ ３ 本 田 佳 子 一 般 質 問 町 長

（発言の要旨） （発言の内容）

１．寝台特急あけぼの号 1. 寝台特急あけぼの号を今後、どのようにしていきたい

の今後について のか。

2. 運営を再開することとした場合、どれくらいの収益を

見込んでいるのか。

3. あけぼの号が再開されるまでの期間に、レールパーク

としてのイベントや、これから取り組もうとされている

事業がありましたら、お知らせください。

２．窓口での各種申請書、 近年マイナンバーカードが急速に普及し、町民が必要

手続等の対応について 書類を、コンビニなどでも受け取ることもできるように

なった。また、全国的にコロナを機にデジタル化が進み、

窓口での各種申請も簡単にできる自治体が増えてきてい

る。小坂町での窓口業務は、どのように行われているか

をお知らせください。


